
［標準様式例４-３］

随意契約結果及び契約の内容

業 務 の 名 称 稲荷川上流山腹工設計・施工技術連絡会議業務

業 務 概 要 　本業務は、稲荷川上流山腹工工事における公共工事の品質確
保及び円滑な事業執行を目的として、発注者、設計者、施工者
の三者が工事着手前等において一堂に会し、事業目的、設計思
想・施行条件等の情報の共有及び施工上の課題、新たな技術提
案に対する意見交換等を行うものである。

契 約 担 当 官 等 の 氏 名 並
び に そ の 所 属 す る 部 局
の 名 称 及 び 所 在 地

分任支出負担行為担当官
関東地方整備局　日光砂防事務所長　光永　健男
栃木県日光市萩垣面２３９０

契 約 年 月 日 平成22年5月26日

契 約 業 者 名 （株）日本工営

契 約 業 者 の 住 所 東京都千代田区麹町５－４

契 約 金 額 ４３０，５００円（税込み）

予 定 価 格 ４３０，５００円（税込み）

随意契約によることとした
理 由

　本業務の遂行に当たっては、設計思想・現場条件等の伝達を
確実に行うため、当該工事の詳細設計担当技術者が不可欠であ
る。上記業者は、『Ｈ２０稲荷川山腹工設計業務』において、
当該工事の総裁設計を行ったことから、随意契約を行うもので
ある。

業 務 場 所 日光砂防事務所管内

業 種 区 分 土木関係建設コンサルタント業務

履 行 期 間 （ 自 ） 契約締結の翌日

履 行 期 間 （ 至 ） 平成23年3月31日

備 考

備考
公表対象随意契約が単価契約である場合には、契約金額欄に契約単価を記載するとともに、備考欄に単価契約で
ある旨及び契約単価に予定調達数量を乗じた額を記載する。
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